


本日のタイムライン

開始 終了 内容

13:30 13:35 開会あいさつ

13:35 13:40 千葉県挨拶（千葉県健康福祉部児童家庭課　課長）

13:40 13:55 実態調査報告：実態調査の結果と千葉県こども食堂サポートセンター事業概要

13:55 14:25 基調報告：全国及び千葉県の子ども食堂とそれを取り巻く状況

14:25 14:45 事例報告①市川こども食堂ネットワーク

14:45 15:05 事例報告②我孫子市子ども食堂ネットワーク

15:05 15:25 事例報告③ノーツすこやかこども財団

15:25 15:35 休憩

15:35 16:35 パネルディスカッション・質疑応答

16:35 16:40 閉会挨拶





令和６年度
千葉県こども食堂ネットワーク会議

 千葉県　児童家庭課　ひとり親家庭班

令和６年１１月６日



１　こども食堂に関する
　　市町村の実態調査の結果



１．こども食堂を
　　把握している数

県内における市町村が把握しているこども食堂の推移

こども食堂を把握している市町村数は近年横ばいの傾向となっ
ているが、こども食堂を把握している数は年々増加している。



１．こども食堂の数
　　（市町村別）

北西部の都市部にこど
も食堂が多く、郡部では
こども食堂が少ない傾
向がある。



１．こども食堂の割合
（市町村別）



２．こども食堂ネッ
トワークの有無
　　（市町村別）

こども食堂のネットワー
クについても北西部の
都市部を中心に設置さ
れている。

あり なし
１６ ３８



３．こども食堂に対
する市町村の支援

こども食堂に対して支援を行っている市町村数の推移

こども食堂に対する市町村の支援については増加傾向にあり、
こども食堂を把握している市町村数（３９市町）に近づきつつあ
る。



３．こども食堂に対
する市町村の支援

こども食堂に対して行っている市町村の支援内容

内容 市町村数

自治体のホームページ等への掲載、
パンフレットやチラシの配布等による活動内容の周知・広報

２６

国の施策等の情報提供 １４

補助金の交付
１４

公共施設等の活動場所の提供
（優先予約、使用料減免）

１２

情報交換会・ネットワーク会議等の開催、参加及び後援  １０

開設・運営の相談支援 ７

寄附の連絡調整 ２

フードバンク等への食材の提供の仲介 １



３．こども食堂に対
する市町村の支援

新たな支援を予定している市町村数

予定 なし
４ ５０

内容 市町村数

活動内容の周知・広報 ３ 

補助金の交付 １

新たな支援にかかる主な内容



４．市町村が把握
　　している
　　こども食堂運営者
　　からの要望

要望の有無 あり なし
１０  ４４

要望の主な内容

ア　広報、周知（５市）
　　こども食堂の活動周知、学校へのこども食堂の周知
　　広報誌の掲載

イ　補助金（４市）

　　 運営費補助

ウ　食材の保管場所等の支援（３市）

　　 保管場所の確保

　　 ボランティアの確保

エ　公共施設の優先予約、開催場所等の支援（２市）

　　 学校の会場使用、公民館の利用条件緩和、利用施設の優先予約

オ　ネットワーク・情報交換等（１市）
       学校等との連携



２　千葉県こども食堂サポートセンター
事業について



１．千葉県こども食堂
サポートセンターにつ
いて

事業の目的

・各地域におけるこども食堂ネットワークの構築及びこども食堂の運営に対す
るバックアップを行う。

支援内容

①こども食堂の立上や運営に係る相談支援
②食料等の物資やボランティアスタッフの調整
③企業等からの寄付金の受入先の調整
④こども食堂に係る活動の情報提供
⑤各地域こども食堂ネットワークの構築等支援
⑥千葉県こども食堂ネットワーク会議の開催

開設日

令和６年１１月１日







千葉県こども食堂
ネットワーク会議

基　調　報　告

千葉県こども食堂サポートセンター

センター長　髙橋　亮

2024年11月6日



国の政策とこども食堂

2023年4月　こども家庭庁とこども基本法がスタート

こども基本法
⽇本国憲法および「児童の権利に関する条約（※）の精神にのっとり、

全てのこどもが、将来にわたって幸福な⽣活を送ることができる社会の実現を⽬指し、
こども政策を総合的に推進することを⽬的としています」

（※）こどもの権利条約（1989年国連総会で採択、⽇本は1994年批准）

（こども家庭庁HPより）

　　　　　　　　

こども家庭庁はこども・若者の居場所の推進を政策化していく方向



こども家庭庁の「居場所」に関する指針

こども家庭庁は「こどもの居場所づくりに関する指針」の

「第3章　こどもの居場所づくりを進めるに当たっての基本的な視点」で次のように述べています

　①こどもの声を聴き、こどもの視点に立ち、こどもとともにつくる居場所 ～こども・若者の声
　　 を聴き、「居たい」「行きたい」「やってみたい」というこども・若者の視点に立ち、こども・若者　　　
　　 とともに居場所づくりを進めることが重要
　②こどもの権利の擁護  ーこども基本法等を踏まえ、こどもの権利について理解し守っていくと
　　　ともに、こども自身がその権利について学ぶ機会を設ける ことも重要
　③官民の連携・協働  ー居場所の性格や機能に応じて、官民が連携・協働して取り組むこと　　　

また、その中の「こどもの居場所づくりにおける4つの視点」で
　① 「増やす」～多様なの居場所が作られる
　② 「つながる」～こどもが居場所につながる
  ③ 「みがく」～こどもにとってより良い居場所となる

　④ 「ふりかえる」～こどもの居場所を検証する

　　　と述べています



こども家庭庁HPより



千葉県内のこども食堂とフードバンク

＜こども食堂＞

► こども食堂数・・・334団体（速報値2024年10月サポートセンター/連絡会調べ）

　　　　　　　　　　  23年は292 団体。

　　　　　　　　　　１年で42軒（約14％）の増加

► 県ネットワーク・・・千葉県子ども食堂連絡会

　　　　　　　　　　　（15市地域ネットワーク／290団体・組織率86.8％）

► 各市地域ネットワーク・・・千葉、船橋、習志野、市川、松戸、柏、流山、我孫子、野田、鎌ヶ谷、
木更津・内房、市原、八千代、八街、安房地域、佐倉（連絡会未加盟）



　こども食堂実践者によるこども食堂の地域ネットワークの連合体

　2016年以来SNSでの情報共有など、ゆるいつながりを維持してきた

・近年、行政・企業・団体等からの県全体のこども食堂への助成や支援の申し

　出が多くなったことから、社会的に信頼される体制の必要性が高まり、昨年

　9月10日に15地域ネットワークの参加によるミーティングを持ち、体制整備

　を進めてきた

・2024年10月現在15市・地域ネットワークが参加、県内のこども食堂の86％をカバー

千葉県子ども食堂連絡会



千葉県子ども食堂連絡会の
ミッション・ビジョン・バリュー

● ＜ミッション＞

� 千葉県の子ども食堂の地域ネットワークを支える  
● ＜ビジョン＞

� 地域ネットワークの活動を支える事で沢山のつながりをうみ、子どもも大人も互いを
尊重し合う地域 をつくる 

● ＜バリュー（行動指針）＞

1. 私たちは、子どもをまんなかに 、子どもの人権や安全・安心を守ります

2. 私たちは、子ども食堂実践者それぞれの思いを大切に、共に考える場 を作ります

3. 私たちは、風通しが良く、持続可能な組織運営 をします

4. 私たちは、関係団体との連携 をはかります

5. 私たちは、学び続ける組織 をめざします



千葉県内のこども食堂とフードバンク

＜フードバンク＞

県内のフードバンクはこども食堂とも連携し

こども食堂や必要とされている方々への食品提供を行っています

＜千葉県フードバンク団体連絡会／加盟8団体＞（2024年9月現在）

► 全県型フードバンク・・・フードバンクちば

► 地域型フードバンク・・・フードバンクふなばし、とうかつ草の根フードバンク（TKF）、市川フード
バンク、まつどフードバンク、かずさフードバンクてとて（市原）、フードバンクISS（西印西地
区）、フードバンクさんぶ

　

　その他に各市社協や内房地域などでもNPOとライオンズクラブが協働でFB活動を通してこども
食堂等や必要としているご家庭への食支援を行っている



活動状況調査
（2024.10実施）

各市ネットワークへ質問

質問１「こども食堂の活動状況について教えてください」

（全体の平均値であり市によって状況は異なる）

①会食型／弁当　45％

②会食／弁当とフードパントリー（食品配布会）のハイブリット　42％

③フードパントリーのみ　11％

④その他　2％

　昨年に比べて会食型が約 2倍に増加した



千葉県活動状況調査②

質問２「運営者・ NWの困りごとを教えてください」
〇ネットワーク全体にいただく寄付の品を個々の食堂全体に公平に分配したい のだが、
そのための拠点（フードバンク）が足りない。
〇このような調査や、寄付対応などもNW内で担当している。事務局維持（メールや電話
のやりとり、事務局の場所の問題等）に助成 が出ると、非常にありがたい。 

〇各食堂資金難 が続いています。寄付の量なども減ってきて います。 

〇必要な人に情報が届かない、配達スタッフが募集しても集まらない

〇こども食堂のない地域に食堂を作りたいが、難しい  

〇ＮＷに参画する団体が増えるにつれ、合意形成が難しくなってくる 。全ての方が納得
できるかたちが理想だが、様々な意見がある

〇ネットワークや全体の仕事をしてくれる人や食堂が固定していて、負担が偏ってしま
うこと。受益者がみんなで負担を分かち合う良い方法が有ったら知りたいてす

〇例会など全体で集まることができない    



千葉県こども食堂サポートセンター
＜事業の目的 ＞

since2024.9

　各地域におけるネットワークの構築及び運営に対するバックアップを
行う体制を構築する ことにより、地域におけるこどもに対して食事や交
流の場（以下、「こども食堂」という）を提 供し、こども食堂に関わる団体
等で構成されたネットワークが、寄附金や食材等の物資、ボラ ンティア
等の調整などについて円滑な実施を図ることを目的とする

（県のHPより）

（運営：労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団）



千葉県こども食堂サポートセンター
＜事業内容＞

（県のHPより抜粋）

► （１） 地域ネットワークの構築及び運営支援

　　　　　各地域におけるこども食堂の活動が円滑に実施されるように、各地域（市や広域等）にお ける　　

　　　　　こども食堂に関わる団体等で構成されたネットワークの構築を支援するとともに、既存 のネッ

　　　　　トワークの運営に対するバックアップを行う

　　（２） こども食堂の立上や活動の継続等にかかる支援  

　　　　　こども食堂の立上を検討している者やこども食堂運営者からの相談があった場合、必要 に応じ

　　　　　て、地域ネットワークとも連携し、電話、対面等により支援を行う

　　（３） 寄附金、食材等の物資及びボランティア等の調整支援  

　　　　　各地域におけるネットワーク等において調整が困難となっている企業等からの寄附金、 食材等　

　　　　　の物資及びボランティア等について受入先の調整を行う

　　（４） こども食堂ネットワーク会議の開催  

　　　　　県下のこども食堂及びその関係団体を対象としたネットワーク会議を開催 し、こども食堂関係者の情

　　　　　報共有を図る

　　（５） こども食堂に関する情報提供  

　　　　　ホームページやＳＮＳ等を活用して情報発信　　　　

　　　　　　



サポートセンター（中間支援事業)と連絡会（実践者団体）は
それぞれの強みを生かしながら連携しこども食堂の普及・充実を進めていきます



今日の事例共有について

「つながるってすばらしい」をテーマに

2つのネットワークと一つの企業系財団様に事例を共有していただきます

・市川こども食堂ネットワーク様

　（NW全体での取組みについて）

・我孫子市子ども食堂ネットワーク様

（行政や社会福祉協議会との協働によるネットワークづくり）

・ 一般財団法人ノーツすこやかこども財団（有限会社ノーツ）様



後半ではみなさんも交えて
トークセッション！

各団体へのご質問を受けて

さらなる深堀をしたいと思います

ぜひ積極的にご参加ください！





 

2024年度 
 

千葉県こども食堂  
ネットワーク会議  

 
～事例報告～ 

市川こども食堂ネットワーク 

2024.11.6 

市川こども食堂ネットワーク 
代表 　渡邉 裕美　　



市川市の概要

★面積約57㎢ 
　（千葉県32位） 
 
☆人口は約49万人 
　（千葉県４位） 
☆人口密度約8,600人/ ㎢ 
　 （千葉県2位） 
 
 ☆R4千葉県毎月常住人口調査報告書 より 

 



23拠点 
で活動中！
※出張版を除く 



ネットワークが目指すもの

小学校区に１か所以上の  
　　　　　　こども食堂を！  
 
市内の公立小学校 
　39校 
こども食堂がある学校 
　13校 
充足率 
　33.33％（県：29.37％） 
 
※NPO法人　全国こども食堂支援センター　むすびえHPより抜粋　　　 



市川こども食堂ネットワークの成り立ち

2015年10月　有志によるミーティング開催 
   
2015年11月　市内初のこども食堂開催（単発開催） 
  
2016年02月　市内南部初のこども食堂開催（単発開催） 
  
2016年03月　まま食堂（前身）スタート（継続開催） 
  
2016年09月　行徳（旧:妙典）こども食堂スタート 
  
2017年04月　プラット スタート 
 

2017年07月～ミーティング参加以外の主催者による 
                    こども食堂の加入 
2020年10月　事務局設立 



「ネットワーク」の役割

 
 
 
 
　 
　　　 
 
 

　　

寄付の分配 
 
 
 
 
 
情報の共有

　　

運営の協力 
 
 
 
 
 
事務の集約



市川こども食堂ネットワークの連携

企業・団体 
　SDGｓ・ＣＳＲ

事業者　　　　

寄付

フードバンク  

市川市 
　社会福祉協議会

個人 
　寄付

NPO法人

市



市川こども食堂ネットワークの連携

行政（市）  
・子どもの居場所づくり支援事業補助金
・パンフレットの作成 
・市のHPへの掲載、リンク 
・休校時の給食食材の寄付 
・開催場所の提供 



市川こども食堂ネットワークの連携

市川市社会福祉協議会  
・ボランティア行事保険の保険料負担 
・のぼり旗の寄贈 
・ネットワーク会議参加＆会議室提供 
・フードバンク連携 
・ボランティア、寄付の窓口 
・民生委員、ボランティア研修会での講演



市川こども食堂ネットワークの連携

個人 
・食材の提供 
・寄付金 
・情報拡散

企業・団体・事業者  
～NPO法人フリースタイル市川、むすびえ、 
　中山馬主協会、京葉ガス…（敬称略）～ 
・各種寄付（防災食、文房具、寄付金など） 
・助成金 

主にHP、市役所
社会福祉協議会

からの案内



例：行徳こども食堂＠南行徳地域共生センター

個人 
企業・団体 
　ボランティア 
　SDGｓ・CSR

フードバンク 
（食材提供） 

 
荷物の受け取り 

 
配送 

市川市 
　社会福祉協議会 
ボランティア紹介・地域連携

NPO法人

市　　　
会場・倉庫



収支状況

寄付金の主な使用用途  
・各拠点への開催補助費：1回3,000円（パントリーは半額） 
・事務局人件費（事務を外注、実費を支払い） 
※年間支出見込み200万程度 
 
財政状況 
・赤字のこども食堂は無し 
　→市の補助金、ネットワークの開催補助費、寄付他 
・寄付額は毎年変動するが、支出を上回る金額 
　→コロナ禍で助成金を取った際の繰越金もあり 
※今年度はここ数年で1番寄付金が少ない見込み。 



ご清聴、  
ありがとうございました！



2024/11/6
千葉県子ども食堂ネットワーク会議

千葉県子ども食堂サポートセンター発足記念シンポジウム



我孫子市の基本情
報

・面積　約43㎢

・人口　約13万人

　　　　　人口は減少傾向

　　　　　高齢化率31.1％　←全国平均（ 28.6％）より高め

・学校数　小学校 13校、中学校 6校

　　　　　　地域により学校規模は差がある。

　　　　　　子どもは、西部は多く、東部は少ない傾向。



我孫子市子ども食堂ネットワークの設立

2016年3月　市内で子ども食堂が発足

2017年11月　ネットワークの設立

市役所・社協・子ども食堂が、情報を共有し、それぞ

れの立場で出来ることを模索していく場があれば、

市全体でよりよい活動が実現できるという確信か

ら、各主体の中心メンバーが関係者に呼びかける

形で発足。

発足当時、子ども食堂は 3団体。



構成員（2024年10月現在）

正会員

　　・市内の子ども食堂運営団体（ 10団体）
　　・市内の子ども食堂支援団体・企業（ 3社）

協力会員（オブザーバー）：市の関係各課

　　・健康福祉部　社会福祉課
　　・子ども部　子ども支援課・子ども相談課
　　・環境経済部　農政課
　　・市民生活部　市民協働推進課

事務局  ：我孫子市社会福祉協議会  ボランティア市民活動相談窓口  　
　　　　  て・と・り・あ  



活動の目的と概要
(1)ネットワーク内の交流  

(2)子ども食堂に関わる情報共有、研修、広報啓発

(3)人材や食材のマッチング等  

(4)新たに子ども食堂を立ち上げようとする団体への支援  

(5)寄付金、寄付物品の受付と共有

(6)その他、本会の目的を達成するために必要な事項  

→2カ月に1回の会議で情報共有

→パンフレットの作成（社協）、配布（社会福祉課）
    衛生研修の実施 (健康づくり支援課、ウエルシア薬局 )

→社協主催の子ども食堂立ち上げ講座に協力

→ボランティアの紹介 (社協)、農家との連携 (農政課)

→寄付金、寄付物品の受け入れ、設置（社協）
 　　　（ロータリークラブより大型冷凍庫やピザ窯）



行政や社協との関わり 　①ネットワーク共通回数券の発行

市内の子ども食堂は、参加者に経済的な制限を持っているわけではない。

しかし、誰でも分け隔てなく利用してもらうためにも、困窮者を支援する方法は何か

ないだろうか？

　　赤い羽根共同募金からの寄付（ 15万円）

　　　⇒　市内のどこの子ども食堂でも使える回数券を
　　　　　困窮家庭に配布。



　（700世帯＋60世帯）×1100円＝83万円

　　10〜15％使用されると見積もって、 8万円〜13万円必要

配布方法　（ 2019年9月より　年1～2回）

行政や社協との関わり 　①ネットワーク共通回数券の発行

各家庭の経済状況を把握できている市の出番！

　→児童扶養手当受給家庭（ 約700世帯、子ども支援課 担当）

　→生活保護の受給家庭のうち子どもがいる家庭
　　（児童扶養手当との重複を除き 約60世帯、社会福祉課 担当）

市の関係各部署が、対象世帯に書類を郵送する際
に、回数券も同封 することで配布。



・100円券×11枚綴り

・各食堂で、参加費に応じて利用可

しかし！

困窮者だけにこれを配布したら、
利用時に目立つ。

「あの券は何？」という質問があった時、その利用者が困窮者であ
ることが可視化されてしまう。

行政や社協との関わり 　①ネットワーク共通回数券の発行



「回数券を使っているのは困窮家庭」
というイメージにならないように

各食堂でも同様の回数券を発行
　　↓

子ども食堂で販売
（100円券×11枚を1000円で販売）
　　↓

販売した子ども食堂で利用

行政や社協との関わり 　①ネットワーク共通回数券の発行



よくみると分かる違い

　　

行政や社協との関わり 　①ネットワーク共通回数券の発行

共通回数券　　　　　　　　個別回数券

　　



行政や社協との関わり 　①ネットワーク共通回数券の発行

利用実績

運用開始して数年で、 10％くらいの
利用率に。

利用家庭は、共通回数券の運用開
始以降に新規に利用を始めた家庭
が多い。

→困窮家庭へのアプローチとして  
　一定の成果あり

配布1回
のみ

配布1回
のみ



行政や社協との関わり 　②コロナ中の特別企画

コロナで社会が止まる中、 NW事務局（社協）に多額の寄付金
　　　↓

各食堂に配分

　　フードパントリーや会食を特別企画として無料で開催

　　対象：児童扶養手当受給世帯、 18歳以下を養育する生活保護世帯
　　　　　（開催情報を 市の郵便物に同封 することで、対象世帯にのみ周知）

 現在は、  寄付（お金・物品）は減少傾向だが、大口の寄付をシェアした

り、生鮮品の寄付を開催のタイミングのあう食堂で利用したりする上で、

NWが

非常にうまく機能している。



•学校との連携

　　何をどのような形で一緒にやっていけるか考えるところから。

•研修、イベントの計画

　　多くの子ども食堂運営者にとって有益な内容の研修の開催

　　複数の子ども食堂が協働して行うイベントの企画

•子どもの居場所の共同開催？

　　一つの場所に複数の主体が関わることで、いつでも開いている

　　子どもの居場所をつくれないか。

我孫子市子ども食堂 NWのこれから



イベント開催について



ノーツすこやかこども財団について

　　～法人紹介と活動報告～

2024年11月6日

一般財団法人ノーツすこやかこども財団



ノーツとは？

● ノーツすこやかこども財団の設立者です。

● TYPE-MOONのブランド名でケームをリリースしてます。

● スマートフォン向けゲーム「Fate/Grand Order」をサービス中です。
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　財団設立の

　  きっかけ

● ゲームという娯楽を仕事にできているのは、豊かな社会の      おか
げであり、その社会へ恩返しをしたい。

● 代表の一人がお腹を空かせていた子供の頃に友人宅で食事をご馳
走になっていた！

社会貢献
へ

の想い

代表の
原体験

こども食堂
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なぜ千葉？
● こども食堂を支援しているむすびえさんとコンタクト。

● 千葉県のこども食堂の箇所数は全国平均より低い。

● 代表の二人は千葉県出身 ！

3



ノーツすこやかこども財団

の

助成コンセプト

● みなさまの運営されるこども食堂へ見学に伺う。

● 食材の支援も必要だけど、それだけじゃない。

● みんなが集まって笑顔になること が大事。

● 食材だけでなく、我々らしい支援の形はないだろうか？

● 元々エンターテインメントの会社なのだから、マンガや　　ゲーム、
映像作品にも使ってもらっても良さそう。

● 楽しい場所になる使い方であれば受け入れる、　　　　　　　こども
食堂に関係されるみなさまのご意見を伺いながら、　柔軟性のあ
る助成を開始。
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助成を

はじめて

● 募集数と応募数が同じ位。

● それでも色々な使い方を教えていただいた。

● プロジェクターやSwitchを購入してゲーム大会。

● 縁日を開いて色々な遊び方を体験する手助けに。

● 珍しかったり有機栽培の食材で豊かな食体験。

● 移動動物園を招いて、小さな動物と触れ合う体験。

● 思いもよらなかった使い方で楽しんでもらおうという想いに感動。

● まだまだこども食堂が増える余地がありそう。

● 何が始めることの障害となっているのか。

● 頼れる仲間が必要なのでは。

● 地域のこども食堂ネットワークへの支援も始めよう。

● ２０２４年度からこども食堂ネットワークへの助成も開始。

２０２４年度

２０２３年度
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これから

● 千葉県内のこども食堂の皆さんに更に利用していただきたい。

● みなさまが、使いやすい・応募しやすい 、助成にしたい。

● 助成が使えるかどうかについてはオンライン説明会等で　　ご相
談ください。

● こどもたちの笑顔を増やす活動に是非ともご活用ください。
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本日のタイムライン

開始 終了 内容

13:30 13:35 開会あいさつ

13:35 13:40 千葉県挨拶（千葉県健康福祉部児童家庭課　課長）

13:40 13:55 実態調査報告：実態調査の結果と千葉県こども食堂サポートセンター事業概要

13:55 14:25 基調報告：全国及び千葉県の子ども食堂とそれを取り巻く状況

14:25 14:45 事例報告①市川こども食堂ネットワーク

14:45 15:05 事例報告②我孫子市子ども食堂ネットワーク

15:05 15:25 事例報告③ノーツすこやかこども財団

15:25 15:35 休憩

15:35 16:35 パネルディスカッション・質疑応答

16:35 16:40 閉会挨拶






